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代表理事専務
今 泉 房 雄

常務理事
石 塚 克 己

常勤監事
青　木 　 要

今
年
も
よ
ろ
し
く

　お願
い
申
し
上
げ
ま
す

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長

 
関
　根
　芳
　朗

　
組
合
員
な
ら
び
に
地
域
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
Ｊ
Ａ
各
事
業
に
対
し
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世

界
中
で
猛
威
を
振
る
い
、
政
府
よ
り
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出

さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
誰
も
が
経
験
し
た
事
の
な
い
厳
し

い
状
況
の
な
か
、
私
た
ち
の
生
活
様
式
も
新
し
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
各
支
店
事
業
所
で
も
感
染
対
策
を
徹
底

し
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
ご
来
店
い
た
だ
け
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
一
昨
年
よ
り
「
農
業
者
の
所
得
増

大
」 「
地
域
と
く
ら
し
を
豊
か
に
す
る
協
同
組
合
運
動
の
実
践
」

「
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
を
実
現
す
る
た
め
の
組
織
・
事
業
基
盤
の

拡
充
強
化
」
を
柱
と
す
る
「
新
３
カ
年
計
画
」
に
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
農
業
の
面
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
安
心
安
全

な
食
糧
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
安
心
い
た
だ
け

る
農
畜
産
物
を
消
費
者
に
届
け
る
と
と
も
に
、
農
家
を
守
り
、

農
地
を
確
保
し
、
農
畜
産
物
の
生
産
を
維
持
、
拡
大
し
て
い

く
こ
と
が
Ｊ
Ａ
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
国
や
県
、
市
町
と
一
体
と
な
っ
て
、
必
要
な
取
組
を
迅
速

に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
組
合
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
と
ご
要
望

に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

所
存
で
す
。
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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若い農業者の皆さん！自分の老後
自分で守れますか？
若い農業者の皆さん！自分の老後
自分で守れますか？ 若い

今こそ年
金

アクション
！若い農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な

年金「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

国庫補助で手厚い支援！
１万円の自己負担で２万円の積立てが実現！

早く加入すれば、国庫補助が長く受けられる

自ら支払った保険料は、
　　　　全額社会保険料控除の対象！
　　　　　　　　　　さらに保険料は自由に選べる！

ポイント

1
ポイント

2
ポイント

3

https://www.nounen.go.jp
詳しくは… 農業者年金基金 検索

※農業者年金の加入には、
　「国民年金第１号被保険者であること」
　「年間60日以上農業に従事していること」
　「60才未満であること」
　の３つの要件を満たしている必要があります。
※詳しくは、お近くの農業委員会、又はＪＡへ！

　茨城むつみは11月10日～12月３日の６日間、各支店でむつみ感謝ＤＡＹを開催しました。イベントでは、食料品や
野菜果物、肥料農薬の販売、農機具の展示などを行い総勢1,140名の方にご来場いただきました。
　また、くらしの活動の一環として来場された方にＪＡオリジナル緑茶『さしまの息吹』の配布や地元野菜、ＪＡ米コ
シヒカリの無料配布、タマゴの掴みどりなどを行いました。

日頃の感謝を込めて

むつみ感謝ＤＡＹ
開催！日頃の感謝を込めて

むつみ感謝ＤＡＹ
開催！

ご来場ありがとうござ
いました！！

三和支店 11/22

五霞支店 11/17

総和支店 11/17

境支店 12/３

猿島中央支店 11/19

古河支店 11/10
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5

農
業
者
の
負
担
軽
減
を
目
指
す
　
記
帳
代
行
を
実
施

　
12
月
16
日
か
ら
17
日
の
２
日
間
、
境
町
本
店
で
令
和
３
年
度
農
業
簿
記
記
帳
代
行
会
員
を

対
象
に
し
た
年
末
調
整
面
談
会
を
実
施
し
、
会
員
58
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
年
末
ま
で
に
は

全
会
員
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
へ
の
取
組
み
と
し
て
行
わ農家と面談を行うＪＡ専任担当者

れ
、
農
業
従
事
者
に
代
わ
り
複
式
簿
記
に
よ
る
記

帳
の
代
行
か
ら
、
税
理
士
に
よ
る
決
算
書
、
所
得

税
・
消
費
税
の
申
告
書
等
の
作
成
提
出
や
、
源
泉

徴
収
、
年
末
調
整
の
事
務
代
行
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
会
員
の
申
告
補
助
を
行
い
、
申
告
や
経
理

事
務
へ
の
時
間
や
労
力
を
削
減
す
る
事
を
目
的
と

て
い
て
、
ｅ−

Ｔａ
ｘ
を
活
用
し
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
「
自
分
で
申
告
を
行
う
の
は
複
雑
で

わ
か
り
に
く
い
部
分
が
多
い
の
で
、
と
て
も
助

か
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ａ
で
は
、
今
後
も
農
業
者
へ
の
経
理
負
担

削
減
、
農
業
に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
、
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

11
月
17
日
五
霞
支
店
で
は
、む
つ
み
感
謝
Ｄ
Ａ
Ｙ
に
あ
わ
せ
て
、家
の

光
９
月
号
の
記
事
を
活
用
し
、新
聞
の
古
紙
で
エ
コ
バ
ッ
ク
を
作
る
体
験

古
紙
で
作
る
エ
コ
バ
ッ
ク
製
作
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。

モ
ニ
タ
ー
に
動
画
が

映
し
出
さ
れ
、
職
員
と
一
緒
に
エ
コ

バ
ッ
ク
を
製
作
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
方
は
「
難
し
そ
う
だ
っ
た
け
れ
ど
、

職
員
の
方
が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
お

か
げ
で
無
事
に
完
成
し
た
。
家
に
帰
っ

た
ら
も
う
一
度
作
り
た
い
」
と
話
し
達

成
感
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

大
豆
初
頭
検
査

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
旧
長
田
支
店
倉
庫
で
12
月
９
日
、

令
和
３
年
産
大
豆
の
初
頭
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
「
里
の
ほ
ほ
え
み
」
１
６
４
袋
（
１
袋
30
㌔
）

を
検
査
し
、
生
産
者
立
ち
会
い
の
も
と
Ｊ
Ａ
の
農
産
物

検
査
員
が
、
本
年
度
の
目
合
わ
せ
も
含
め
粒
度
や
形
質

な
ど
を
念
入
り
に
品
位
確
認
し
な
が
ら
適
正
に
検
査
し

等
級
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
検
査
に
立
ち
会
っ
た
Ｊ
Ａ
の
関
根
農
産
課
長
は
「
近

年
は
消
費
者
及
び
実
需
者
か
ら
は
、
品
質
の
安
全
・
安

心
を
望
む
声
も
高
ま
っ
て
お
り
、
適
正
な
検
査
を
通
し

て
産
地
評
価
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ａ
で
は
12
月
中
旬
か
ら
１
月
末
ま
で
検
査
を
行

い
ま
す
。

「
食
と
農
」
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
へ
新
米
寄
贈

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
で
は
、
実
り
の

秋
を
迎
え
た
10
月
上
旬
～
中
旬
に
か

け
て
「
食
べ
る
事
」
へ
の
興
味
・
関

心
が
芽
生
え
る
幼
児
期
の
子
供
達

に
、
地
元
産
の
お
い
し
い
新
米
を
食
べ
て
も
ら
お
う
と

同
Ｊ
Ａ
管
内
43
校
の
保
育
園
・
幼
稚
園
に
１
、２
９
０

㎏
（
30
㎏
×
43
校
）
の
新
米
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の

活
動
は
「
Ｊ
Ａ
共
済
く
ら
し
の
活
動
」
の
一
環
で
Ｊ
Ａ

の
「
食
と
農
」
へ
の
取
組
を
知
っ
て
も
ら
う
事
と
、
安

心
・
安
全
な
地
元
農
産
物
の
地
産
地
消
へ
と
繋
が
り
米

価
下
落
に
苦
し
む
生
産
者
の
一
助
に
な
れ
ば
と
企
画
し

た
も
の
で
す
。
各
園
か
ら
は
「
地
元
の
新
米
を
給
食
で

提
供
す
る
こ
と
で
、
農
作
物
の
恵
み
に
感
謝
す
る
心
を

育
て
て
い
き
た
い
」「
作
物
を
育
て
る
大
変
さ
、
そ
し
て
収
穫
の
喜
び
を
学
べ
る
体
験
を
Ｊ
Ａ

に
は
期
待
し
て
い
ま
す
」
等
、
Ｊ
Ａ
の
「
食
と
農
」
へ
の
取
組
に
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。 大豆の検査をする検査員



労災保険は、業務上の原因により怪我や疾病にあ
われた労働者や遺族に対して、必要な保険給付を
行い、金銭的な援護を図る国の制度ですが、農業
者の方も一定の要件のもとに特別加入という形で
加入することができます。

農業者の方も労災保険に加入できます♪農業者の方も労災保険に加入できます♪

　

①
解
答

②
氏
名
、住
所
、職
業
、年
齢
、Ｔ
Ｅ
Ｌ

③
Ｊ
Ａ
、
そ
の
他
に
関
す
る
ご
意
見
、

　
ご
要
望
、
と
っ
て
お
き
の
情
報
、

　
旅
行
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
、
な
ど

　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

④
一
番
興
味
を
も
っ
た
記
事
は
、

　
ど
れ
で
す
か
。

境
町
長
井
戸
二
三

Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

  

総
務
企
画
課
　
行

404060363

　第333号の答えは、「カンツバキ」
でした。次の方が当選されました。
おめでとうございます。
● 齊藤みさえ ● 関　　久子
● 鈴木　幸子 ● 針谷　康子
● 木村　　功 ● 篠塚　博子

当
選
者

二重マスの文字をA～Eの順に並
べてできる言葉は何でしょうか？

1
3
6
7
8
10
14
16
18
19
20

オイルショックともいわれるー危機
分度器で測ります
栗の実のトゲトゲ
春の七草の一つ。ダイコンのことです
遊園地でーコースターに乗った
おでんに添える黄色い薬味
年下の女きょうだいのこと
屋外で行うことも多い教科
ミカンのものは手でむけます
おしゃれなーでランチを楽しんだ

「オリオン」「おおいぬ」「カシオペア」といえば

⬇タテのカギ 1
2
3
4
5
7
9
11
12
13
15
16
17

１月の第２月曜日はーの日。国民の祝日です
旅支度で、旅行かばんにーを詰めた
下手な鉄砲もー撃ちゃ当たる
北海道東部の市。自然豊かな湿原が有名です
水が混じって柔らかくなった土
これが三つで三振
土を盛り上げて作ります
植物の葉や車の窓などに氷の結晶が付いたもの

「住めば都」とか「猫に小判」とか
果物ーを使ってリンゴをむいた
遠回りをすること
初夢で見ると縁起が良いと言われる鳥
やっぱり自分のーが一番落ち着くなあ

➡ヨコのカギ

11 月号の答え Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
カ ン ツ バ キ

☆宛先は…境町長井戸23番地
　　　  ＪＡ茨城むつみ総務企画課
● 締め切り　１月31日（必着）
● 正解者の中から、抽選により６名
　 の方にわくわくプレゼント（ＪＡ
　 取り扱い商品）を差し上げます。
　 奮ってご応募ください。

〈応募方法〉

令
和
３
年
11
月
30
日

●

報
告
事
項

１
）
令
和
３
年
10
月
末
各
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

３
）
相
談
・
苦
情
等
対
応
状
況
定
期
報
告
に
つ
い
て（
信
用
・
共
済
）

●

付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
４
年
度
事
業
方
針
に
つ
い
て（
案
）

第
２
号
議
案
　
あ
ん
し
ん
友
の
会
会
員
種
別
及
び
入
会
料
金
統
一
に
つ
い
て（
案
）

第
３
号
議
案
　
茨
城
県
信
連
の
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
公
表
停
止
に
係
る
永
久
劣
後
特
約
付
証
書
貸
付
の

　
　
　
　
　
　
条
件
変
更
に
つ
い
て（
案
）

第
12
回
理
事
会
だ
よ
り

はがき・メール・FAX のいずれかで、上
記の①～④の事項をもれなくご記入の
上、ご応募ください。
E-mail：
jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp
FAX：0280（87）6630

（総務企画課行とお書きください。）

加入申込令和４年２月末まで

JA茨城むつみ 特産物
急須を

プレゼント

1万円以上予約されたお客様

令和４年度 新茶
ご予約受付中

１万円未満
１万円以上
２万円以上
３万円以上
４万円以上
５万円以上
10万円以上

急須

１個
１個
１個
１個
２個
３個

湯呑み
１個

２個
３個
５個
５個
５個

さしま茶のご紹介

さしま茶の秘密
お買い求めの目安
１回７～10gを利用し１日３回入れかえた場合には、１年間で約10kg使用することになります。
お茶の新芽だけを集め、真空パックしました。開封までは摘みたての鮮度が保たれますので
まとめてご利用ください。

気分さわやか 笑顔がうれしい、
　　　　　　　　ヘルシー家族。
ＪＡでは、摘みたての新茶を真空パック詰めにして、
ただいまお得な共同購入運動を実施しております。
この機会にぜひ、一年分の新茶をまとめてお求めください。

茶畑より筑波山を望むデザインは変更になる場合があります。

　冬の厳しい寒さは、お茶の葉にコクとうまみを作り出しております。さらに、有機質
をふんだんに含む肥料を多く施しているため、豊かな香りと、味の濃いお茶が出来上がり、
多くの皆様にご愛飲いただいています。このようにして作り出された 「さしま茶」 は、
厳密な審査のもと、より美味しく、より安い商品として販売されています。

　茨城県さしま地方で生産されている 「さしま茶」 は、江戸時代初期より栽培が始ま
り、利根川流域の肥沃な大地に育まれ、さらにすぐれた多くの人々の手によって改良が
加えられ、味と香り豊かな銘茶としてその名を今に伝えられています。

本物の
味を

伝える
本物の

味を

伝える

6 ＪＡ茨城むつみ　１月号

「
ぬ
く
も
り
」
で
「
女
性
部
お
手
製
　
年
越
し
そ
ば
」

　
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り
」で
は
12
月
８
日
～
９
日
の
２
日
間
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
と
毎
年
恒
例
の
「
ち
ょ
っ
と
早
い
年
越
し
そ
ば
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
お
蕎
麦
、
毎
年
こ
の
日
の
た
め
に
茨
城
む
つ
み
女
性
部
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、

地
元
の
そ
ば
粉
、
そ
し
て
手
打
ち
と
い
う
こ
と
で
こ
の
日
に
利
用
予
定
を
合
わ
せ
る
く
ら
い
人

気
が
あ
り
ま
す
。「
密
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
今
回
は
五
霞
地
区
と
総
和
地
区
の
女
性
部

の
皆
さ
ん
に
腕
を
振
る
っ
て
い
た
だ
き
持
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
手
打
ち
な
ら
で
は
の
格
別
の
そ
ば
の
風
味
と
コ
シ
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
ふ
ん
だ
ん
に
味
わ

手打ちそばを楽しむ利用者

五霞地区女性部の皆さん

総和地区女性部の皆さん

い
「
ほ
ん
と
美
味
し
い
ね
」「
ほ
か
の
そ
ば
と
は
違

う
ね
」
な
ど
楽
し
く
頂
き
ま
し
た
。

　
「
お
蕎
麦
の
よ
う
に
細
く
長
く
過
ご
す
」「
今
年

の
苦
労
を
切
り
捨
て
来
年
を
幸
運
で
迎
え
ら
れ
る
」

そ
ん
な
意
味
を
持
つ
年
越
し
そ
ば
。
１
日
も
早
く

日
常
に
戻
る
「
願
い
」
を
込
め
て
私
た
ち
も
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。



労災保険は、業務上の原因により怪我や疾病にあ
われた労働者や遺族に対して、必要な保険給付を
行い、金銭的な援護を図る国の制度ですが、農業
者の方も一定の要件のもとに特別加入という形で
加入することができます。

農業者の方も労災保険に加入できます♪農業者の方も労災保険に加入できます♪

　

①
解
答

②
氏
名
、住
所
、職
業
、年
齢
、Ｔ
Ｅ
Ｌ

③
Ｊ
Ａ
、
そ
の
他
に
関
す
る
ご
意
見
、

　
ご
要
望
、
と
っ
て
お
き
の
情
報
、

　
旅
行
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
、
な
ど

　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

④
一
番
興
味
を
も
っ
た
記
事
は
、

　
ど
れ
で
す
か
。

境
町
長
井
戸
二
三

Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

  

総
務
企
画
課
　
行

404060363

　第333号の答えは、「カンツバキ」
でした。次の方が当選されました。
おめでとうございます。
● 齊藤みさえ ● 関　　久子
● 鈴木　幸子 ● 針谷　康子
● 木村　　功 ● 篠塚　博子

当
選
者

二重マスの文字をA～Eの順に並
べてできる言葉は何でしょうか？

1
3
6
7
8
10
14
16
18
19
20

オイルショックともいわれるー危機
分度器で測ります
栗の実のトゲトゲ
春の七草の一つ。ダイコンのことです
遊園地でーコースターに乗った
おでんに添える黄色い薬味
年下の女きょうだいのこと
屋外で行うことも多い教科
ミカンのものは手でむけます
おしゃれなーでランチを楽しんだ

「オリオン」「おおいぬ」「カシオペア」といえば

⬇タテのカギ 1
2
3
4
5
7
9
11
12
13
15
16
17

１月の第２月曜日はーの日。国民の祝日です
旅支度で、旅行かばんにーを詰めた
下手な鉄砲もー撃ちゃ当たる
北海道東部の市。自然豊かな湿原が有名です
水が混じって柔らかくなった土
これが三つで三振
土を盛り上げて作ります
植物の葉や車の窓などに氷の結晶が付いたもの

「住めば都」とか「猫に小判」とか
果物ーを使ってリンゴをむいた
遠回りをすること
初夢で見ると縁起が良いと言われる鳥
やっぱり自分のーが一番落ち着くなあ

➡ヨコのカギ

11 月号の答え Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
カ ン ツ バ キ

☆宛先は…境町長井戸23番地
　　　  ＪＡ茨城むつみ総務企画課
● 締め切り　１月31日（必着）
● 正解者の中から、抽選により６名
　 の方にわくわくプレゼント（ＪＡ
　 取り扱い商品）を差し上げます。
　 奮ってご応募ください。

〈応募方法〉

令
和
３
年
11
月
30
日

●

報
告
事
項

１
）
令
和
３
年
10
月
末
各
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

３
）
相
談
・
苦
情
等
対
応
状
況
定
期
報
告
に
つ
い
て（
信
用
・
共
済
）

●

付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
４
年
度
事
業
方
針
に
つ
い
て（
案
）

第
２
号
議
案
　
あ
ん
し
ん
友
の
会
会
員
種
別
及
び
入
会
料
金
統
一
に
つ
い
て（
案
）

第
３
号
議
案
　
茨
城
県
信
連
の
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
公
表
停
止
に
係
る
永
久
劣
後
特
約
付
証
書
貸
付
の

　
　
　
　
　
　
条
件
変
更
に
つ
い
て（
案
）

第
12
回
理
事
会
だ
よ
り

はがき・メール・FAX のいずれかで、上
記の①～④の事項をもれなくご記入の
上、ご応募ください。
E-mail：
jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp
FAX：0280（87）6630

（総務企画課行とお書きください。）

加入申込令和４年２月末まで
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「GoToトラベル」再開時の割引適用について
GoToトラベル再開発表後、再開後の割引支援ルールに基づき割引を適用する予定です。再開後の割引支援の時期・適用条件は12月17日現在発表されておらず、
GoToトラベル事業再開後の適用条件はこれまでと大きく異なる場合があります。＊GoToトラベル事業が再開されていない場合は、割引適用はございません。

ＪＡ茨城むつみ 2022 冬春の旅！ＪＡ茨城むつみ 2022 冬春の旅！
安心してご参加いただく為にバスの乗車人数を制限して実施安心してご参加いただく為にバスの乗車人数を制限して実施

食事条件：朝食１回・昼食２回・夕食１回　添乗員同行・バスガイド同行
募集人員20名様　最少催行人員15名様
宿泊：伊香保ホテル天坊
利用予定バス会社：中山観光自動車・サワキ観光又は同等クラス

旅行代金（お１人様）：31,900円～33,900円
２名１室利用：33,900円　３名１室利用：32,900円　４名１室利用：31,900円

食事条件：朝食１回・昼食１回・夕食１回　添乗員同行・バスガイド同行
募集人員20名様　最少催行人員15名様
宿泊：稲取銀水荘
利用予定バス会社：中山観光自動車・サワキ観光又は同等クラス

旅行代金（お１人様）：38,000円～42,000円
２名１室利用：42,000円　３名１室利用：40,000円　４名１室利用：38,000円

食事条件：朝食１回・昼食１回・夕食１回（５名様以上１室の場合は個室会場）
添乗員同行・バスガイド同行
募集人員20名様　最少催行人員15名様
宿泊：ホテルきよ水
利用予定バス会社：中山観光自動車・サワキ観光又は同等クラス

旅行代金（お１人様）：39,800円～44,900円
２名１室利用：44,900円　３名１室利用：42,900円　４名１室利用：39,800円

一足早い
春を告げる
一足早い
春を告げる

行　　　　　　　　　　　　　　程日次 食事

2

1
夕
昼

朝
昼

昼　　食

散　　策見　　学 昼　食

参　　拝 散　　策
ＪＡ茨城むつみ各地　　　伊香保　　　佛光山法水寺　　　伊香保温泉石段街　　　伊香保温泉（泊）

ホテル　　　群馬まいたけセンター　　　道の駅川場　　　沼田　　　ＪＡ茨城むつみ各地

15：00頃到着予定

17：00～18：00頃到着予定

行　　　　　　　　　　　　　　程日次 食事

2

1 夕
昼

朝

休　　憩

リフトで空中散歩・
新スポット「リッジウォーク」散策買　い　物 休　　憩自　由　昼　食

昼　　食
ＪＡ茨城むつみ各地　　　三島スカイウォーク　　　伊豆フルーツパーク　　　河津桜まつり　　　稲取温泉（泊）

ホテル　　　いろり海産　　　小室山　　　道の駅「伊東マリンタウン」　　　小田原　　　ＪＡ茨城むつみ各地

16：30頃到着予定

17：00～18：00頃到着予定

見　　学

行　　　　　　　　　　　　　　程日次 食事

2

1 夕
昼

朝

米沢牛すきやきの昼食

自由散策・自由昼食買　い　物

休　　憩
ＪＡ茨城むつみ各地　　　米沢　　　上杉神社　　　山形県観光物産館　　　秋保温泉（泊）

ホテル　　　塩釜港仲卸市場　　　日本三景松島　　　ＪＡ茨城むつみ各地

16：00頃到着予定

17：30～18：30頃到着予定

参　　拝

冬は近場の温泉でのんびり過ごす

関東の名湯「伊香保温泉」
冬は近場の温泉でのんびり過ごす

関東の名湯「伊香保温泉」群馬県
１泊２日

山形・宮城
秋保温泉
２日間

出発日：２月21日（月）出発日：２月21日（月）出発日：２月21日（月）

出発日：２月28日（月）出発日：２月28日（月）出発日：２月28日（月）

出発日：３月14日（月）出発日：３月14日（月）出発日：３月14日（月）

夕食はお部屋で他のお客様を気にせず
お食事をご堪能いただけます。
夕食はお部屋で他のお客様を気にせず
お食事をご堪能いただけます。

２日間

河津桜と老舗名旅館「稲取銀水荘」河津桜と老舗名旅館「稲取銀水荘」

名取の御湯「ホテルきよ水」
山形のブランド牛「米沢牛すきやき」の昼食
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本三景「松島」自由散策

名取の御湯「ホテルきよ水」
山形のブランド牛「米沢牛すきやき」の昼食
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本三景「松島」自由散策

茨城県猿島郡境町長井戸

茨城むつみ農業協同組合

JAだより茨城むつみ 第335号／2022年 1 月 1 日発行／発行所  茨城むつみ農業協同組合／発行者  代表理事組合長  関根 芳朗／編集  総務企画部総務企画課
〒306ー0404  茨城県猿島郡境町長井戸23／TEL0280ー87ー1161  FAX0280ー87ー6630／URL  https://www.jamutsumi.com/     E-mail  jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp




